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要  約 

 

「GLU-No.6 株を利用して生産された L-グルタミン酸ナトリウム」について申請者

提出の資料を用いて食品健康影響評価を行った。 

 

本添加物は、L-グルタミン酸の生産性を高めるため、Pantoea ananatis No.359 株

由来の突然変異株を宿主として、既に安全性の確認が終了した GLU-No.3 株に L-グル

タミン酸生合成に関与する遺伝子の導入、プロモーター配列の改変及び L-グルタミン

酸生合成に関与する遺伝子の欠失を加えて作製したGLU-No.6株を利用して生産され

た L-グルタミン酸ナトリウムである。 
 

本添加物は、食品添加物公定書の含量規格を満たしている。また、従来から生産さ

れている L-グルタミン酸ナトリウムと比較して既存の非有効成分の含有量が安全上

問題となる程度にまで増加しておらず、かつ、有害性が示唆される新たな非有効成分

を含有していないと考えられる。 

 

本添加物については、「遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物の安全性

評価基準」（平成 16 年 3 月 25 日食品安全委員会決定）の附則「遺伝子組換え微生物

を利用して製造された添加物のうち、アミノ酸等の最終産物が高度に精製された非タ

ンパク質性添加物の安全性評価の考え方」（平成 17 年 4 月 28 日食品安全委員会決定）

に基づき、安全性が確認されたと判断した。 

したがって、本添加物については、「遺伝子組換え微生物を利用して製造された添

加物の安全性評価基準」（本則）による評価は必要ないと判断した。
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Ⅰ．評価対象添加物の概要 

名 称：GLU-No.6 株を利用して生産された L-グルタミン酸ナトリウム 
用 途：調味料 
申請者：味の素株式会社 
開発者：味の素株式会社 

 
本添加物は、L-グルタミン酸の生産性を高めるため、Pantoea ananatis No.359

株由来の突然変異株を宿主として、既に安全性の確認が終了した GLU-No.3 株に

L-グルタミン酸生合成に関与する遺伝子の導入、プロモーター配列の改変及び L-
グルタミン酸生合成に関与する遺伝子の欠失を加えて作製したGLU-No.6株を利用

して生産された L-グルタミン酸ナトリウムである。L-グルタミン酸ナトリウムは、

食品添加物としての使用が認められており、成分規格が食品添加物公定書に収載さ

れている。 
GLU-No.6 株の宿主である P. ananatis No.359 株は、ヒトへの有害な影響を及ぼ

す毒素産生性及び病原性は知られておらず、P. ananatis は、国立感染症研究所病

原体等安全管理規程におけるバイオセーフティレベル 1 に分類されている。 
なお、GLU-No.6 株は抗生物質耐性マーカー遺伝子を有さない。 

 
Ⅱ．食品健康影響評価 

１．本添加物は、製造工程において使用微生物及び発酵副生成物が除去され、晶析

により結晶として高度に精製されており、食品添加物公定書の含量規格を満たし

ている。 
 
２．本添加物の非有効成分については、最終製品において、 
（１）タンパク質は検出限界(1 µg/g)未満である。 

（２）食品添加物公定書の成分規格を満たしている。 
（３）アミノ酸分析及び HPLC 法（疎水性及び親水性）による分析の結果、従来品

に存在しない不純物は検出されず、また、従来品に存在する不純物は、従来品

の含有量の実測値の最大値を上回っていなかった。 
 

以上、（１）～（３）の結果から、従来品と比較して既存の非有効成分の含有量

が安全上問題となる程度にまで増加しておらず、かつ、有害性が示唆される新た

な非有効成分を含有していないと考えられる。 

 
３．以上、１及び２の結果から、本添加物については、「遺伝子組換え微生物を利

用して製造された添加物の安全性評価基準」（平成 16 年 3 月 25 日食品安全委員

会決定）の附則「遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物のうち、アミ

ノ酸等の最終産物が高度に精製された非タンパク質性添加物の安全性評価の考

え方」（平成 17 年 4 月 28 日食品安全委員会決定）に基づき、安全性が確認され
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たと判断した。 
したがって、本添加物については、「遺伝子組換え微生物を利用して製造され

た添加物の安全性評価基準」（本則）による評価は必要ないと判断した。 
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「GLU-No.6 株を利用して生産された L-グルタミン酸ナトリウム」に係る食品健康

影響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募集結果について 

 
 
１．実施期間 平成２６年１２月３日～平成２７年１月１日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 １通 
 
 
４．意見・情報の概要及び遺伝子組換え食品等専門調査会の回答 

意見・情報の概要※ 遺伝子組換え食品等専門調査会の回答 
少しでも人体に影響のあるのもは廃除

すべきと考えます。食品業界は利益を追

求するために、偽造や自社製品を社長が

一切食べないなど有り得ない現状。 

 

食は人をつくり、社会をつくる。 

食べたもので、人は変わる。食を見直す

ことで国も変わる力があると思います。 

 

高齢化による医療費の増大も、北欧のよ

うに病気にならない食の安全を国もも

っと先頭にたって、進めるべき。 

 

優先するのは経済より、いのち。 

命がなければ、国は存続しません！ 

震災後、今までの社会を見直さなければ

日本はなくなります。 

 

日本の将来を考えたら、本件は認められ

るはずがないと考えます。 

自分の子供に食べさせたいかどうかを

基準に判断していただくことを要望し

ます。 

食品安全委員会は、国民の健康の保護

が最も重要であるという基本的認識の

下、規制や指導等のリスク管理を行う関

係行政機関から独立して、食品に含まれ

る可能性のある危害要因が人の健康に与

える影響について、科学的知見に基づき

客観的かつ中立公正に、リスク評価を行

っています。 

※頂いた意見・情報をそのまま掲載しています。 
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